
お問合せ先：

2. 事業内容

3. 事業スキーム

1. 事業目的

■実施期間

■事業形態

4. 
（１）トキの舞う能登を応援する気運の醸成

・能登地域におけるトキ放鳥等について地域外の方にも広く理解され、
地域外の方が能登地域におけるトキ放鳥等を応援する機運を高めるため、
地域外の方を対象としたシンポジウム等を開催する。

（２）不適切な観察の抑制
・トキは大変臆病な鳥であり、観察距離等、観察方法を誤ると過剰なストレスが
かかり、能登地域に定着せずに別の地域へ飛散してしまう可能性が高い。

・現在、トキは佐渡島でしか見られないことから、本州での放鳥後には
各地からの能登地域へ多数のバードウォッチャー来訪も予想される。

・そのため能登地域への来訪者を対象として観察ルールを広報するとともに、
地域住民等を雇用してパトロールすることで、不適切な観察を抑制する。

（３）重点モニタリングの実施
放鳥したトキの生息状況の把握のための重点的なモニタリングを行う。

能登半島国定公園施設災害復旧、能登半島の自然資源を活かしたツーリズムとトキをシンボルとした地域づくりの推進

事業イメージ

請負事業

令和８年６月頃に本州初となるトキの放鳥を能登地域にて実施する予定。本事業は、トキの放鳥・定着に向けて、
トキの舞う能登を応援する気運の醸成、不適切な観察の抑制、重点モニタリング等の支援を行うことで、
石川県創造的復興プラン（令和７年４月）に掲げられている「トキが舞う能登の実現」に貢献することを目的とする。

（うち、トキ関係）能登地域におけるトキの定着支援を行うことで、石川県創造的復興プランに貢献します。

【令和８年度予算（案） 50百万円（新規）】
【令和７年度補正予算額 167百万円 】

民間事業者・団体

環境省自然環境局 野生生物課 希少種保全推進室：03-5521-8353 

■請負先
令和８年度

＠石川県

トキのモニタリング

パンフレット等による観察ルールの周知能登地域の風景（飛翔イメージ）

＠石川県

認証米の例（朱鷺と暮らす郷づくり）
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